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島
根
大
学
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
成
績

優
秀
者
の
授
業
料
を
免
除
す
る
制
度
を
導
入
し

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
の
学
業
に
対
す
る

や
る
気
を
引
き
出
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全
国
の
国
立

大
学
で
は
、
山

口
大
学
（
本
年

度
か
ら
実
施
）

に
続
き
実
施
す

る
も
の
で
す
。

対
象
学
生

は
、
二
年
生
か

ら
四
年
生
（
医

学
部
医
学
科
は

六
年
生
）
の
学

部
学
生
。
前
年
度
の
取
得
単
位
数
及
び
成
績
か

ら
成
績
指
数
を
算
出
し
、
各
学
科
、
各
学
年
で

一
名
程
度
を
選
考
し
ま
す
。
選
考
は
、
各
学
部

（
各
学
科
）
に
お
い
て
前
期
に
行
い
、
後
期
分

の
授
業
料
（
二
六
七
、九
〇
〇
円
）
を
免
除
す
る

も
の
で
す
。
免
除
対
象
学
生
は
、
全
学
で
六
〇

人
～
七
〇
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
成
績
優
秀
者
の
授
業
料
免
除
制
度
は
、

従
来
の
経
済
的
に
勉
学
が
困
難
で
成
績
優
秀
な

学
生
に
対
す
る
授
業
料
免
除
制
度
に
加
え
て
、新

た
な
学
生
支
援
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
島
根
大
学
で
は
独
自
の
学
生
支
援
策

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
学
生
が
授
業
料
の
融
資

を
受
け
た
際
の
利
子
を
全
学
負
担
す
る
奨
学
融

資
制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
七
月
十

二
日
号
で
大
学
通
信
が
調
査
し
、

回
答
の
あ
っ
た
全
国
三
百
八
十
九

大
学
の
今
春
の
就
職
率
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
島
根
大
学
は
八
〇
・
〇
〇
％

（
前
年
度
七
四
・
二
〇
％
）
で
全
国

一
二
〇
位
と
な
り
、
国
立
大
学
で

は
中
国
地
方
で
第
一
位
、
四
国
地

方
を
含
め
る
と
三
位
、
全
国
で
も

一
五
位
に
入
り
ま
し
た
。

島
根
大
学
で
は
、
全
学
企
画
と

し
て
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
、

一
五
年
度
が
約
二
〇
〇
〇
人
、
一

六
年
度
が
約
二
二
〇
〇
人
、
こ
れ

に
対
し
て
、
今
年
度
は
前
半
だ
け
で
約
一
八
〇

〇
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
学
生
の
就
職
へ
の
意

識
が
高
揚
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

幸
い
に
し
て
企
業
か
ら
の
求
人
は
、
景
気
の

上
昇
と
、
二
〇
〇
七
年
問
題
の
影
響
に
よ
る
前

倒
し
の
人
材
確
保
な
ど
の
要
因
に
よ
り
増
加
し

て
き
て
お
り
、
学
生
が
企
業
に
就
職
す
る
こ
と

は
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
短
期
間
に
離
職
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
の
学
生
全
体
へ
の
支
援
と
、
就
職
相
談
や

個
別
指
導
な
ど
に
よ
り
、
学
生
の
就
職
活
動
の

支
援
体
制
を
よ
り
充
実
し
、
さ
ら
に
就
職
率
の

ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
績
優
秀
者
は
授
業
料
を
免
除

TOPCS

中国地区国立大学で第１位
﹁
就
職
率
﹂全
国
国
立
大
で
は
一
五
位

記者発表する山本副学長（学生支援担当）

�

島根大学では，1994（平成6）年に埋蔵文化財調査研究セ
ンターを設置して以来，12年間にわたって大学構内の発掘調
査と研究を行い，多くの重要な成果をあげています。
今から約6０００～５０００年前の松江キャンパスは，丁度，「古
宍道湾（現在の宍道湖）」の入り江に相当していました。松江
キャンパス構内から発見された国内最古級（縄文前期・今から
約6０００～５０００年前）の丸木舟，櫂（かい），ヤスの柄といっ
た各種木製品は，縄文人が，こうした入り江を舞台に漁撈生活
をおこなっていたことを物語る，大変，生々しい資料です。
ヤスの柄は，スギ製で，長さ約２．6ｍもあり，先端に骨角器

（こっかくき）や石器を付けて，スズキやマダイを刺突するのに
使用していました。丸木舟は，スギ製で長さ約6．０ｍ，厚さ約
２～３ｃｍと，非常に薄く，長大なものです。原材の丸太から長
い板材や棒材を作り出す作業は，簡単な様ですが，現在でも難
しい技術です。機械のない時代に石器だけを使って，これだけ
精巧な加工品を作り出していた縄文人の高度な木工技術には，
感心させられます。
また，九州，朝鮮半島とつながりの深い約6０００年前の縄文
土器や，隠岐島でしか産出しない「黒曜石」と呼ばれる黒いガラ
ス質の石で作った矢じり，ナイフ等も出土しています。縄文時
代というと，地域内だけで活動が完結した，閉鎖的なイメージ
がありますが，意外と遠方まで交易活動を行っていたようです。
調査成果の報告書は，附属図書館で閲覧出来ますし，出土し

た遺物は，埋蔵文化財調査研究センター展示室で公開してい
ます（平日午前8：30～午後5：00）。気軽に御見学下さい。
（参考ホームページ：http://www.maibun.shimane-u.ac.jp）

表紙
「松江キャンパス構内出土品」
（縄文時代，島根大学埋蔵文化財
調査研究センター所蔵）
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●
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ―

―

教
育
学
部

文
部
科
学
省
が
特
色
あ
る
優
れ
た
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
財
政
的
支
援
を
す
る
も
の

と
し
て
公
募
し
た
「
大
学
・
大
学
院
に
お
け
る

教
員
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
員
養
成
Ｇ

Ｐ
）」
に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
戦
略
的
Ｆ

Ｄ
に
よ
る
資
質
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
の
実
現―
地

域
教
員
養
成
基
幹
学
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成

す
る
「
協
同
」
の
構
築―

」（
教
育
学
部
）
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
国
公
私
立
大
学
か
ら
一
〇
一
件
の
応

募
が
あ
り
、三
四
件
が
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
医
療
人
Ｇ
Ｐ―

―

附
属
病
院

文
部
科
学
省
が
地
域
医
療
や
患
者
本
位
の
全

人
的
医
療
を
実
現
で
き
る
医
療
人
養
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
財
政
支
援
を
行
う
も
の
と
し
て

公
募
し
た
「
地
域
医
療
等
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
医
療
人
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
医
療

人
Ｇ
Ｐ
）」
に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
夢
と

使
命
感
を
持
っ
た
地
域
医
療
人
の
育
成―

日
本

版
Ｗ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム―

」（
医
学
部
附

属
病
院
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
国
公
私
立
大
学
か
ら
六
六
件
の
応
募

が
あ
り
、
二
〇
件
が
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
年
七
月
及
び
八
月
の
土
曜
日
の
午
後
八
時

か
ら
川
津
地
区
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
、
各
学
部
の
学
生
委
員
長
を
始
め
多
数
の

教
職
員
、
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
川
津
地
区
の
地
域
の

安
全
確
保
と
、
防
犯
意
識
の
向
上
を
目
的
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
昨
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
動
拠
点
を
中
心
と
し
た
自
主
防
犯
活
動
を

支
援
す
る
警
察
庁
の
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
モ
デ
ル
事
業
実
施
地
区
に
、
松
江
市

川
津
地
区
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ワ
ツ
」
が
、

全
国
一
〇
〇
地
区
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。
本
学
は
、こ
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ワ
ツ
」

に
平
成
一
五
年
七
月
の
結
成
時
か
ら
参
加
し
て

お
り
、
川
津
公
民
館
、
地
区
内
小
中
学
校
等
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

①　

防
犯
灯
の
設
置
（
平
成
十
五
年
十
二
月
。

川
津
公
園
の
周
囲
に
設
置
）

②　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加
（
平
成
十
六

年
七
月
・
八
月
）

③　

川
津
地
区
の
暗
い
と
こ
マ
ッ
プ
作
成
（
平

成
十
六
年
十
一
月
）

ま
た
、
今
年
度
、
本
学
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ

ワ
ツ
、
警
察
が
協
力
し
て
実
施
す
る
「
子
供
と

女
性
を
性
犯
罪
か
ら
守
る
時
空
間
、
公
共
空
間

か
ら
見
た
地
域
防
犯
力
高
度
化
調
査
」
が
、
総

理
府
の
「
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
事
業
」
に
決

定
（
本
件
は
、
国
土
交
通
省
が
担
当
）
さ
れ
ま

し
た
。

島
根
大
学
医
学
部
は
、
八
月
七
日
（
日
）、

出
雲
市
で
開
催
さ
れ
た
「
い
ず
も
オ
ロ
チ
ま
つ

り
」
の
「
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
医
学
部
の
教
職
員
が
旧
島
根
医

科
大
学
の
設
置
当
初
か
ら
地
域
と
の
交
流
の
一

環
と
し
て
参
加
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三

十
回
連
続
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、市
町
村
合
併
に
よ
り
新
「
出
雲
市
」

が
発
足
し
た
記
念
の
年
で
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
、
多
数
の
参
加
者
と
見
物
客
で

賑
わ
う
な
か
、
医
学
部
は
小
林
病
院
長
、
森
事

務
部
長
を
は
じ
め
、
教
職
員
や
学
生
に
加
え
、

寧
夏
医
学
院
（
中
国
）
の
研
究
員
、
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
の
留
学
生
な
ど
も
参
加
、
国
際
色
豊
か
な

チ
ー
ム
で
総
勢
約
百
名
が
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

TOPCS
文
部
科
学
省
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
本
学
か
ら
二
件
採
択

川
津
地
区
を
安
全
な
地
域
に

教
職
員
・
学
生
が
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

国
際
色
豊
か
に
踊
り
を
披
露

「
い
ず
も
オ
ロ
チ
ま
つ
り
」に
三
〇
回

連
続
参
加	―

医
学
部―

おどりパレードに参加した医学部チーム

学生も積極的に参加した防犯パトロール

�



汽
水
域
の
賢
明
な
利
用
の
た
め
に

陸
か
ら
の
淡
水
と
海
か
ら
の
海
水
が
入
り
混

じ
る
場
所
が
「
汽
水
域
」
で
す
。
島
根
と
鳥
取

の
県
境
に
は
、
わ
が
国
有
数
の
汽
水
域
で
あ
る

宍
道
湖
・
中
海
が
あ
り
、
島
根
大
学
で
は
こ
れ

ま
で
、
学
内
の
共
同
利
用
施
設
で
あ
る
「
汽
水

域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
健
全
な
汽
水

域
生
態
系
の
保
全
と
そ
れ
に
深
く
関
わ
る
複
雑

な
環
境
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
開
発

や
過
度
の
利
用
で
劣
化
し
た
汽
水
域
環
境
の
修

復
に
関
す
る
研
究
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
か

つ
学
際
的
な
研
究
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
宍

道
湖
・
中
海
を
モ
デ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
で
従
来
行
わ
れ
て
き
た

長
期
的
な
視
点
で
の
調
査
・
研
究
に
、
工
学
的

な
立
場
か
ら
の
水
環
境
及
び
底
質
環
境
の
循
環

型
修
復
技
術
と
水
文
学
的
な
立
場
か
ら
の
流
域

管
理
と
い
う
手
法
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
、
自
然

と
調
和
し
た
汽
水
域
の
賢
明
な
利
用
の
あ
り
方

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
様
々
な
専
門
領
域
の
視
点

か
ら
汽
水
域
の
環
境
特
性
を
総
合
的
に
分
析
し

て
再
生
・
修
復
を
図
る
た
め
に
、
⑴
水
質
浄
化

用
高
機
能
材
料
開
発
チ
ー
ム
、
⑵
底
質
活
用

チ
ー
ム
、
⑶
流
域
統
合
管
理
法
開
発
チ
ー
ム
、

⑷
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
、
⑸
水
環
境

評
価
と
住
民
プ
ロ
セ
ス
検
討
チ
ー
ム
と
い
う
5

つ
の
チ
ー
ム
の
協
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
ま
す
。

	

　
　
　

環
境
再
生
と
循
環
型
社
会

	

　
　
　

の
構
築

研
究
完
成
後
に
は
、 

た
と
え

ば
次
の
よ
う
な
成
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
⑴
宍
道
湖
・
中
海
の

環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
作
成
さ

れ
、
将
来
的
に
は
汽
水
域
の
再

生
・
修
復
を
目
的
と
す
る
複
数

の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
研
究

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
ま
す
。
⑵
汽
水
域
に
お
け
る

短
期
的
・
長
期
的
な
環
境
再
生
・

修
復
技
術
が
確
立
さ
れ
、
汽
水

域
の
自
然
再
生
事
業
の
モ
デ
ル

地
区
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
⑶
総

合
的
な
水
環
境
修
復
技
術
と
し

て
地
域
結
集
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
興
り
、島
根
県
の
農
工
連
携
、

産
業
共
生
に
基
づ
く
循
環
型
社

会
構
築
に
貢
献
し
ま
す
。

特集：重点研究プロジェクト

特集重点研究プロジェクト
島根大学では，平成17年度から学部や研究科の枠を超えた組織として「プロジェクト研究推進機構」を立ち上げ，

本格的に活動を開始しています。その中の「重点研究部門」では，地域に密着した課題を取り上げ、医学と他の
学問分野の共同で実施する研究テーマを設定し、研究費を重点的に投入して強力に研究を推進しています。ここ
では，「重点研究部門」の 4つの研究プロジェクトをご紹介します。

汽
水
域
の
自
然
を
守
る

汽
水
域
の
自
然
・
環
境
再
生
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プロジェクト代表
汽水域研究センター長・同センター教授
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身
近
な
生
活
習
慣
病

昨
年
三
月
に
脳
梗
塞
（
脳
血
管
疾
患
）
で
倒

れ
、
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
い
た
巨
人
軍
終
身

名
誉
監
督
の
長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
、
お
よ
そ
一
年

四
ヶ
月
ぶ
り
に
公
の
場
に
姿
を
現
し
、
東
京

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
巨
人―

広
島
戦
を
観
戦
し

ま
し
た
が
、
そ
の
姿
に
胸
を
熱
く
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
一
年
間
の
全
死
亡
者
数
九
十
二
万

人
の
う
ち
約
六
〇
％
に
あ
た
る
五
十
五
万
人

は
、
三
大
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
）
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
長
嶋
さ

ん
の
よ
う
に
志
半
ば
に
し
て
病
に
倒
れ
、
闘
病

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
島
根
県
は
県
民
の
二
六
・
五
％
に
あ
た

る
二
十
万
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い

う
全
国
一
の
高
齢
者
県
で
、
今
後
ま
す
ま
す
増

加
し
て
い
く
お
年
寄
り
の
方
々
に
、
元
気
で
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

施
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
島
根
〟か
ら
で
き
る
こ
と

「
健
康
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
医
工

農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
こ
の
問
題
に
果
敢

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
医
学
部
・
総

合
理
工
学
部
・
生
物
資
源
科
学
部
・
教
育
学
部

か
ら
総
勢
三
十
二
名
の
研
究
者
が
骨
格
系
、脳
・

内
臓
系
、
食
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
経
験
・
知
識
と
英
知

を
結
集
し
て
〝
骨
組
み
が
し
っ
か
り
し
、
心
身

と
も
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
健
康
長
寿
人
の
創

生
〟
を
目
指
し
研
究
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

骨
格
系
グ
ル
ー
プ
で
は
、
丈
夫
な
足
腰
で
元

気
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
骨
粗
鬆
症
の

問
題
の
解
明
や
、
骨
折
の
治
療
法
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
脳
・
内
臓
系
グ
ル
ー
プ
は

健
康
長
寿
の
問
題
を
、
人
が
お
母
さ
ん
の
お
な

か
の
中
に
い
る
時
点
か
ら
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
島
根
大
学
が
保
有
し
て
い
る
標
本

な
ど
を
も
と
に
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
つ

目
の
グ
ル
ー
プ
は
日
常
生
活
に
関
わ
り
の
深
い

〝
食
べ
る
こ
と
〟
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
特
に

島
根
県
特
産
品
で
あ
る
朝
鮮
ニ
ン
ジ
ン
・
西
条

柿
・
津
田
カ
ブ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン
・
ヒ
ノ
キ
や
、
話
題
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
高
濃

度
含
ん
だ
お
米
の
開
発
・
島
根
大
学
で
新
し
い

精
製
法
を
開
発
し
た
β
グ
ル
カ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
性
（
悪
酔
い
防
止
効
果
、

血
圧
降
下
作
用
、
免
疫
賦
活
作
用
、
抗
酸
化
作

用
な
ど
）
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
〝
元
気
・
い
き
い
き
・

長
生
き
〟
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
高
齢
化
社
会

に
役
立
つ
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

特集：重点研究プロジェクト

元
気
・
い
き
い
き
・
長
生
き

健
康
長
寿
社
会
を
創
出
す
る
た
め
の
医
工
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プロジェクト代表
生物資源科学部教授

� 板村　裕之

住
民
福
祉
の
向
上
策
の
樹
立

中
山
間
地
域
は
国
土
面
積
の
三
分
の
二
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
人
口
は
僅
か
で
、
し
か
も
高

齢
者
比
率
が
高
く
、
全
国
平
均
よ
り
十
数
年
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
来
る
高
齢
化
社
会
の
縮

図
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
自
治

体
の
財
政
縮
小
な
ど
の
問
題
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
こ
こ
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
共
同
性
な
ど
伝
統
的
な
も
の
が
多
く
残
り
、

人
間
的
な
生
活
が
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉
（
幸
せ
）
を
最
大
化
す
る
こ
と
が

地
域
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
新
た
な
政
策
手
法
の

確
立
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
住

民
福
祉
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
が
、
如
何
に
住
民
の
「
健
康
」
を
増
進

し
、「
生
き
甲
斐
」
を
創
出
す
る
か
と
い
う
問

題
に
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
医
学
・
社
会
科
学
・

﹁
健
康
﹂と﹁
生
き
甲
斐
﹂を
科
学
す
る

中
山
間
地
域
に
お
け
る
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築

プロジェクト代表
生物資源科学部教授

� 伊藤　勝久
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地
域
か
ら
の
新
産
業
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
頭
の
「
Ｓ
」
は
島
根
大

学
を
表
し
、「
ナ
ノ
テ
ク
」
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
略
で
す
。
つ
ま
り
島
根
大
学
独
自
の
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
進
展
さ
せ
る
の
が
Ｓ―

ナ

ノ
テ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
れ
で
は
ナ
ノ

テ
ク
と
は
何
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
い
う
ナ
ノ
と

は
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
こ
と
で
、
十
億
分
の
一

メ
ー
ト
ル
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
原
子
の
十
倍

程
度
の
大
き
さ
で
す
。
ナ
ノ
テ
ク
と
は
、
こ
の

よ
う
に
非
常
に
微
細
な
領
域
で
物
質
の
構
造
を

制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
新
し
い
機

能
を
持
っ
た
物
質
を
つ
く
り
だ
す
科
学
技
術
な

の
で
す
。

Ｓ―

ナ
ノ
テ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目

的
は
、
大
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に
地
域
の
新

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
今
、
島
根

大
学
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
研
究
成
果

を
地
域
に
積
極
的
に
還
元
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
私
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
目
指
す
は

「
低
コ
ス
ト
」
で
「
簡
易
」
な
ナ
ノ
テ
ク
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
は
二
十
世
紀
の
ハ
イ
テ

ク
浪
費
型
か
ら
脱
却
し
、
無
駄
の
少
な
い
、
暮

ら
し
に
密
着
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ナ
ノ
テ
ク
の
手
法
を
用
い
る
と
、
大
規
模

で
高
価
な
ハ
イ
テ
ク
施
設
を
使
わ
な
く
て
も
、

私
達
が
中
学
校
の
理
科
の
実
験
で
用
い
た
よ
う

な
安
価
で
一
般
的
な
設
備
で
、
最
先
端
の
機
能

を
持
っ
た
物
質
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
ナ
ノ
テ
ク
の
出
現
に
よ
り

新
た
な
産
業
革
命
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
、
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

に
革
新
的
な
科
学
技
術
を
用
い
た
産
業
は
地
方

で
興
す
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
、
地
方
が
日
本

特集：重点研究プロジェクト

居
住
環
境
に
関
わ
る
三
十
二
名
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
、
学
際
的
に
「
健
康
」
と
「
生
き
甲
斐
」

を
検
討
し
、
中
山
間
地
域
の
豊
か
な
環
境
と
人

間
ら
し
い
社
会
の
あ
り
方
か
ら
発
す
る
住
民
福

祉
の
向
上
策
の
樹
立
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
①
全
国
の
少
子
・
高
齢
化
社
会
対
策
に

も
応
用
可
能
な
住
民
福
祉
に
お
け
る
「
幸
せ
要

因
」
を
解
析
し
、
②
健
康
長
寿
社
会
を
形
づ
く

る
た
め
に
、
健
康
に
よ
い
「
生
活
環
境
」、「
生

活
習
慣
」
を
確
立
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
通
じ

て
③
住
民
福
祉
の
た
め
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
を
開
発
し
、
中
山
間
地
域
の
自
治
体
へ
の

政
策
的
支
援
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
く
政
策

提
案
と
社
会
実
験
に
よ
る
実
証

本
研
究
の
方
法
的
特
徴
は
二
つ
の
点
で
す
。

第
一
は
、
学
際
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基

づ
く
政
策
提
案
で
す
。
こ
れ
は
健
康
調
査
に
よ

る
医
学
デ
ー
タ
の
収
集
、
大
規
模
意
識
調
査
に

よ
る
社
会
・
人
間
・
環
境
の
諸
関
係
の
デ
ー
タ

収
集
な
ど
に
よ
り
、「
健
康
」
と
「
生
き
甲
斐
」

を
規
定
す
る
諸
因
子
を
特
定
し
、
諸
因
子
関
係

と
優
先
順
位
の
解
明
か
ら
住
民
福
祉
の
向
上
へ

の
政
策
提
案
を
行
い
ま
す
。

第
二
は
、単
な
る
政
策
提
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
妥
当
性
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
点
で
す
。

こ
れ
は
地
域
の
協
力
の
も
と
で
社
会
実
験
に
よ

り
、
真
に
効
果
的
な
政
策
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
様
々
な
地
域
条
件

に
幅
広
く
応
用
可
能
な
政
策
が
提
示
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
満
足
度
を
増
大

そ
し
て
研
究
成
果
と
し
て
、
地
域
社
会
に
対

し
て
は
住
民
福
祉
の
解
明
を
通
じ
た
地
域
住
民

に
対
す
る
満
足
度
増
大
に
寄
与
し
、
中
山
間
地

域
自
治
体
に
対
し
て
効
果
的
な
政
策
を
支
援
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
学
術
的
に

は
、
中
山
間
地
域
研
究
の
拠
点
形
成
、
社
会
実

験
に
よ
る
実
証
と
い
う
新
た
な
研
究
手
法
の
確

立
、
さ
ら
に
医
学
的
に
も
、
社
会
科
学
的
に
も

長
期
追
跡
調
査
に
適
し
た
コ
ホ
ー
ト
（
集
団
）

の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
産
業
革
命
＠
島
根

Ｓ
─
ナ
ノ
テ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プロジェクト代表
総合理工学部教授

� 廣光　一郎

の
産
業
を
牽
引
す
る
の
も
夢
で
は
な
い
の
で

す
。
私
達
は
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。

新
材
料
で
新
世
代
の
製
品
を

私
達
が
研
究
し
て
い
る
の
は
新
し
い
電
子
機

能
材
料
で
す
。
電
子
機
能
材
料
と
は
、
物
質
内

の
電
子
の
状
態
を
制
御
し
て
、
電
気
的
、
磁
気

的
、
光
学
的
機
能
を
持
た
せ
た
材
料
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
半
導
体
材
料
、
有
機
材
料
、

超
伝
導
体
材
料
、
強
誘
電
体
材
料
、
熱
電
変
換

材
料
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
新
材
料
を
開
発
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
現
時
点
で
島
根

大
学
に
し
か
な
い
技
術
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
高
性
能
化
を
進
め

る
と
共
に
、
そ
れ
ら
新
材
料
の
実
用
化
の
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
応
用
製
品
と
し
て
は
、

新
世
代
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
太
陽
電
池
、
白
色

照
明
装
置
、
さ
ら
に
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

に
も
使
わ
れ
る
超
電
導
磁
石
や
医
療
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
の
信
号
検
出
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。有機高分子を用いて開発した

青色発光ダイオード
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土地を掘るイノシシ

東京湾のヘドロ

中海のヘドロを土壌化しての水草栽培実験

嫌
わ
れ
も
の“
ヘ
ド
ロ
”に

向
き
合
っ
て

“
ヘ
ド
ロ
”
は
臭
く
て
ド
ロ
ッ
と
し
た
鼻

つ
ま
み
者
で
す
。
中
海
や
宍
道
湖
と
い
っ
た

沿
岸
環
境
に
ヘ
ド
ロ
は
多
量
に
蓄
積
し
て
い

ま
す
。
ヘ
ド
ロ
と
は
粘
土
と
有
機
物
が
混
合

し
た
も
の
で
す
。
ヘ
ド
ロ
は
悪
臭
を
放
ち
含

ま
れ
る
硫
化
水
素
は
生
物
に
と
っ
て
は
毒
性

を
示
し
ま
す
。

人
間
生
活
の
基
盤
は
平
野
に
あ
り
、
人
は

水
と
の
戦
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
都
市
の

河
川
は
直
線
的
で
排
水
性
能
の
良
い
も
の
へ

と
改
修
さ
れ
、
支
流
や
小
規
模
の
河
川
に
は

清
浄
な
水
は
流
れ
ま
せ
ん
。
河
川
や
沿
岸
域

で
の
ヘ
ド
ロ
の
生
成
と
蓄
積
は
一
層
加
速
さ

れ
て
い
ま
す
。
九
州
の
有
明
海
や
お
隣
の
韓

国
の
沿
岸
で
は
、
広
大
な
干
潟
が
存
在
し
ま

す
。
そ
こ
に
は
多
量
の
粘
土
（
潟
土
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
）
が
堆
積
し
て
い
ま
す
が
、
ヘ

ド
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
活
発
な
生
物
活
動

に
よ
っ
て
流
入
し
た
有
機
物
は
分
解
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
日
本
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

“
む
つ
掛
け
”
が
韓
国
で
は
ま
だ
活
発
に
行

わ
れ
“
チ
ゲ
鍋
”
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
干
潟

は
偉
大
な
る
浄
化
槽
で
す
。

地
質
時
代
に
も
ヘ
ド
ロ
は
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
ヘ
ド
ロ
が
発
生
し
た
海
は
急
速
な
環

境
変
化
、
特
に
酸
素
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
生
物
を
一
気
に
絶
滅
さ
せ
た
と
言
え

ま
す
。

ヘ
ド
ロ
の
存
在
は
環
境
へ
の
警
笛
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
東
京
湾
の
沿
岸
に
は
厚
く
ヘ

ド
ロ
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
土
壌
に

変
え
て
利
用
し
よ
う
と
、
実
用
化
へ
向
け
た

試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
修
復
の
た

め
の
浄
化
技
術
も
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
ま

す
。
二
十
年
先
に
は
宍
道
湖
で
水
泳
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

我
々
の
努
力
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
（
総
合
理
工
学
部
地
球
資
源
環
境
学
科

石
賀
裕
明
）

地
理
学
か
ら
イ
ノ
シ
シ

被
害
を
さ
ぐ
る

島
根
県
の
中
山
間
地
域
で
は
サ
ル
、シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
農
作
物
や
森
林
に
被
害
を

及
ぼ
す
鳥
獣
害
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
イ
ノ
シ
シ
は
島
根
半
島
と
隠
岐

島
を
除
く
島
根
県
全
域
に
生
息
し
、
奥
山
か

ら
里
山
に
至
る
様
々
な
地
域
に
お
い
て
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
イ
ノ
シ
シ

被
害
に
関
す
る
研
究
は
主
に
動
物
学
や
行
動

学
の
専
門
家
が
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
イ

ノ
シ
シ
被
害
の
大
半
は
イ
ノ
シ
シ
が
農
地
に

入
り
こ
む
こ
と
に
よ
る
踏
み
荒
ら
し
や
、
農

作
物
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
食
害
が
中
心
で

あ
り
、
農
業
経
営
や
農
村
集
落
の
あ
り
方
と

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
関
係
性
に
つ
い
て
追
究
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
研
究

室
で
は
二
〇
〇
二
年
度
よ
り
島
根
県
内
の
四

地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
農

林
水
産
研
究
高
度
化
事
業
に
よ
る
研
究
チ
ー

ム
に
も
参
画
さ
せ
て
頂
き
、
近
畿
中
国
四
国

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
や
島
根
県
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
、
安
来
市
、
大
田
市
、
出
雲
市
、

邑
南
町
内
の
十
五
集
落
を
対
象
に
現
地
調
査

を
行
っ
た
。
現
地
で
は
対
象
集
落
内
の
全
世

帯
を
訪
問
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
状
況
、
防

護
柵
設
置
へ
の
取
り
組
み
、
イ
ノ
シ
シ
被
害

に
対
す
る
意
識
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
と
も
に
、
所
有
耕
地
面
積
、
家
族
構
成
、

就
業
状
況
な
ど
農
家
の
属
性
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
っ
た
。
鳥
獣
害
を
研
究
す
る
際
に
は

当
該
動
物
の
生
態
に
つ
い
て
の
み
注
目
さ
れ

る
場
合
が
多
い
が
、
農
地
の
状
況
や
農
家
の

営
農
意
欲
な
ど
人
間
に
関
す
る
情
報
と
も
ク

ロ
ス
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
、
耕
作
放
棄
地

付
近
に
お
い
て
被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
耕
作
放
棄
地

は
減
反
政
策
が
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。ま
た
、電
気
牧
柵
な
ど
に
よ
っ

て
厳
重
に
対
策
を
と
れ
ば
、
イ
ノ
シ
シ
被
害

を
相
当
の
割
合
で
除
去
で
き
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
被
害
が
み

ら
れ
る
の
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
防
護
柵
の

設
置
や
撤
去
に
労
力
が
か
か
り
、
対
策
を
完

璧
に
行
っ
て
い
な
い
た
め
被
害
が
多
発
し
て

い
る
な
ど
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
活
用
し
て
ほ
場
間
や
集
落
間
の
被
害
状
況

の
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う
な
地
理

的
条
件
に
お
い
て
被
害
が
多
い
の
か
に
つ
い

て
一
般
化
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
学
部　

共
生
社
会
教
育
講
座

�

　

作
野
広
和
）

研究紹介

�



研究成果を地域の皆様に
島根大学では、本年度��の講座を開設しました。体験学習の講座は，理科
実験講座など �講座、スポーツの講座は硬式テニス教室，水泳教室を 7講座、
趣味・教養の講座は「暮らしを考える─災害・防災と科学─」、「農作業で旬を
感じよう」など 9講座を開設しました。
ここでは、その一部をご紹介します。

▲水泳教室
小学生 �年生～�年生を対象として、泳げない子と少しだけ
泳げる子の水泳教室をそれぞれ開講しました。夏休みの初めに
この教室で泳げるようになり、楽しい夏休みが過ごせたらと願っ
ています。

　平成17年度に開講した公開講座については、計画したものがほとんど終了しました。詳細については、本学のホームペー
ジでお知らせしていますが、多くの市民の皆さんに受講していただき、ありがとうございました。
　平成18年度の公開講座についても、地域の皆さんに喜んでいただけるものを計画しています。詳細については、決定しだ
いホームページ等でお知らせしますので、ご期待ください。

ご 案 内

▲ …農作業で旬を…
感じよう

本庄農場を会場にサクラ、
お茶、トマト、サツマイモ、
柿などの栽培作業をしなが
ら、家庭で農作物を育て、
楽しむための知識を得てい
ただく講座として開講しまし
た。（写真はお茶の栽培作
業のようす）

▲ …「くらしを考える…
－災害・防災と科学－」

私たちの「暮らし」をめぐる
様々な問題について、災害・
防災と科学ということを通し
て、現代の暮らし、地域の暮
らしに新しい視点を提供する
ものとして開講しました。

▲ブルーベリーの育て方・楽しみ方
ブルーベリーの栽培管理全般を体験し、家庭でブルーベリーを育て、
楽しむための知識を学ぶ講座を開講しました。

▲「楽しいイモ堀り体験」
一般市民の方を対象に、神西砂丘農場で
開講。サツマイモ収穫の楽しさや砂丘地独
特の掘りやすさを体験していただいたほか、サ
ツマイモの健康にかかわる機能性などについ
て学習する講座として開講しました。小・中
学生など多数参加いただきました。

7
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本
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習
社
会
に
対

応
し
た
大
学
開
放
の
た
め
の
専
門
機
関
で

あ
り
、
地
域
社
会
と
社
会
人
に
開
か
れ
た

大
学
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
生
涯
学
習

機
関
と
し
て
、
平
成
五
年
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

生
涯
学
習
の
推
進
と
市
民
の
学
習
機
械
の

拡
充
の
た
め
、
大
学
教
育
機
能
を
活
か
し

た
多
様
な
事
業
と
調
査
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
の
生
涯
学
習
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

施設紹介

︻
島
根
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
︼

大学間連携講座（京都・佛教大学）生涯学習指導者養成講座（浜田市）

大学公開講座

大学公開講座

出前講座（鳥取・南部町）

生涯学習ツアー（中国・カシュガル）

自然体験（冬季）

大学公開講座

自然体験（夏季）

資格取得講座（スクーバ・ライセンス）

センター資料室

❶
島
根
大
学
公
開
講
座
の
運
営

❷
セ
ン
タ
ー
独
自
の
開
放
講
座
の
開
設

❸
山
陰
地
域
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
と

活
動
の
支
援

❹
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
職
員
・
指
導

者
の
養
成
と
研
修

❺
生
涯
学
習
・
大
学
開
放
に
関
す
る
調
査
研

究
の
実
施

❻
生
涯
学
習
推
進
に
係
わ
る
県
・
市
町
村
の

事
業
へ
の
協
力
・
支
援
と
関
係
機
関
と
の

連
携

❼
生
涯
学
習
、
大
学
開
放
に
関
す
る
資
料
・

情
報
の
提
供

❽
市
民
や
学
生
の
た
め
の
生
涯
学
習
活
動
に

関
す
る
相
談

セ
ン
タ
ー
の
役
割

セ
ン
タ
ー
の
主
要
事
業

�



私
た
ち
陶
芸
部
は
毎
週
、
水
曜
日
と
金
曜

日
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

日
に
も
都
合
の
つ
く
、
好
き
な
時
間
に
出
入

り
し
て
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
部
員
の
ほ

と
ん
ど
が
初
心
者
で
す
が
、
ロ
ク
ロ
や
手
び

ね
り
な
ど
好
き
な
方
法
を
お
互
い
に
教
え

あ
っ
て
作
陶
し
て
い
ま
す
。
特
に
ロ
ク
ロ
で

器
を
作
る
の
は
な
か
な

か
集
中
力
を
必
要
と
し

て
難
し
い
の
で
、
う
ま

く
形
が
で
き
た
と
き
は

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

作
品
の
完
成
ま
で
に

は
、
粘
土
か
ら
の
形
成

→
素
焼
→
釉
薬
を
使
っ

た
色
づ
け
→
本
焼
き
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
工
程

が
あ
り
ま
す
。
思
い
通

り
に
な
ら
な
か
っ
た
り

も
し
ま
す
が
、
そ
れ
が

陶
芸
の
面
白
さ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
ヶ

月
ほ
ど
時
間
を
か
け
て

作
っ
た
も
の
が
、
ど
の

よ
う
な
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
る
か
、毎
回
、

窯
を
開
け
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

昨
年
の
く
え
び
こ
祭

で
は
、
作
品
を
展
示
し

た
り
、
お
客
さ
ん
に
陶
芸
を
体
験
し
て
い
た

だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
数
少
な
い
機
会
で
す

が
、
陶
芸
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
陶
芸
部
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

�

（
陶
芸
部　

医
学
部
四
年　

正
岡
亜
子
）

「
島
根
大
学
弓
道
部
」
は
大
学
内
の
弓
道

場
で
週
四
日
活
動
し
て
い
ま
す
。
団
体
練
習

で
は
、
部
員
は
お
互
い
の
射
に
つ
い
て
主
観

の
み
な
ら
ず
客
観
的
に
も
見
つ
め
直
し
、
考

え
、
精
進
し
よ
う
と
弓
を
引
い
て
い
ま
す
。

弓
道
を
行
う
の
に
男
女
の
違
い
や
身
長
・

体
重
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
部
員
に

は
大
学
か
ら
弓
道
を
始
め
た
者
も
多
く
い
ま

す
が
、
先
輩
方
の
指
導
に
よ
っ
て
皆
技
術
の

向
上
に
努
力
し
て
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

弓
道
は
武
道
の
一
つ
で
す
。
わ
が
弓
道
部

で
は
部
活
動
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
か

ら
礼
節
を
重
ん
じ
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
弓
道
は
己
の
精
神
状
態
が
如

実
に
現
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
弓
道
修
練

は
射
技
向
上
だ
け
で
は
な
く
精
神
鍛
錬
の
場

と
も
な
る
の
で
す
。

今
年
の
四
月
二
十
二
日
㈮
～
二
十
三
日
㈯

に
か
け
て
は
松
江
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て

第
三
十
八
回
中
国
学
生
弓
道
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、
島
根
大
学
弓
道
部
が
主
管
と
し
て

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
般
の
方
に
も

こ
の
よ
う
な
大
会
を
通
し
て
学
生
弓
道
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
も
て
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。（

島
根
大
学
弓
道
部

�

　

第
四
十
代
主
将　

小
脇　

拓
）

陶芸部

弓道部

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
…

毎
回
、窯
を
開
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

弓
道
修
練
は
射
技
向
上
だ
け
で
は
な
く

精
神
鍛
錬
の
場
と
も
な
る
の
で
す
。

サークル紹介
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が
ん
は
現
在
わ
が
国
に
お
け
る
死
亡
原
因

の
第
一
位
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ
十
分
満
足
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
が
ん
の
診
断
や
治
療
の
方
法
は
著
し
く

進
歩
し
て
来
て
い
ま
す
。
近
年
、
分
子
細
胞

生
物
学
的
解
析
に
よ
り
、
が
ん
化
の
機
構
が

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
殺
細

胞
効
果
を
も
と
に
治
療
を
行
う
従
来
の
化
学

療
法
か
ら
、
が
ん
細
胞
に
関
す
る
最
新
の
知

見
を
基
に
新
た
な
治
療
戦
略
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
が
ん
細
胞
を
正
常
細
胞
に
分
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
が
ん
を
治
療
し
よ
う
と
す

る
分
化
誘
導
療
法
も
そ
の
一
つ
で
す
。

白
血
病
（
血
液
の
が
ん
）
細
胞
を
い
ろ
い

ろ
な
薬
剤
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
常

の
白
血
球
に
分
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
分
化
し
た
が
ん
細
胞
は
、
も

は
や
造
腫
瘍
性（
が
ん
を
造
る
能
力
）を
失
っ

て
い
ま
す
。
試
験
管
の
中
だ
け
で
な
く
、
生

体
内
に
お
い
て
も
分
化
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
急
性
前
骨

髄
球
性
白
血
病
患
者
か
ら
採
取
し
た
白
血
病

細
胞
が
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
（
ビ
タ
ミ
ン
A
）
に

よ
り
顆
粒
球
に
分
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
実
際
こ
の
患
者
に
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
を

投
与
す
る
と
、
著
し
い
治
療
効
果
を
示
し
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
治
療
効
果
は
レ
チ
ノ
イ
ン

酸
に
よ
り
白
血
病
細
胞
が
顆
粒
球
と
い
う
正

常
の
白
血
球
と
良
く
似
た
細
胞
に
分
化
し

て
、
悪
さ
を
し
な
く
な
っ
た
為
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
で
は
分
化
誘
導
療
法
が
臨
床
的
に
有

効
な
の
は
こ
の
タ
イ
プ
の
白
血
病
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
試
験
管
内
で
は
そ
の
他

の
タ
イ
プ
の
白
血
病
細
胞
も
分
化
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
が
ん
の
分
化
誘
導
療
法
の
適

用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
チ
ノ
イ

ン
酸
に
次
ぐ
臨
床
応
用
可
能
な
新
規
分
化
誘

導
剤
の
開
発
を
目
指
し
て
、
そ
の
探
索
の
枠

を
拡
げ
て
み
ま
し
た
。
最
も
重
要
な
生
命
現

象
の
一
つ
で
あ
る
分
化
誘
導
の
機
構
に
は
、

植
物
も
動
物
も
共
通
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機
構

を
使
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

白
血
病
細
胞
の
分
化
に
関
与
す
る
シ
グ
ナ
ル

伝
達
機
構
は
、
ヒ
ト
血
液
細
胞
に
限
局
さ
れ

る
独
特
の
も
の
だ
け
に
よ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
一
般
的
に
種
を
越
え
て
細
胞
の
分
化
を
調

節
し
て
い
る
機
構
も
存
在
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
無
脊
椎
動
物
や
植
物
の
細
胞
分
化
に

有
効
な
分
化
調
節
物
質
の
中
に
、
ヒ
ト
白
血

病
細
胞
の
分
化
を
誘
導
し
治
療
薬
と
し
て
有

効
な
物
質
が
存
在
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
他
の
生
物
に

お
い
て
分
化
増
殖
調
節
活
性
を
持
つ
物
質
の

ヒ
ト
白
血
病
細
胞
に
対
す
る
分
化
誘
導
効
果

を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
植
物
再
分
化
ホ
ル
モ

ン
（
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
）
が
ヒ
ト
白
血
病
細

胞
の
分
化
を
誘
導
す
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。
植
物
の
カ
ル
ス
は
、
が
ん
細
胞
の
よ
う

に
未
分
化
な
細
胞
が
無
限
に
増
殖
す
る
細
胞

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
細
胞
に
対

し
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
は
葉
、
茎
、
根
な
ど
に

分
化
す
る
の
を
促
進
し
ま
す
。
カ
ル
ス
と
が

ん
細
胞
の
類
似
性
は
大
変
興
味
深
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
以
上
の
考
え
の
も
と
、
私
た
ち

も
臨
床
応
用
可
能
な
分
化
誘
導
剤
の
開
発
に

向
か
っ
て
日
々
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
医
学
部
生
命
科
学
講
座

�

生
物
学　

本
間
良
夫
）

が
ん
細
胞
を
正
常
細
胞
に
変
え
る！

ち
ょ
っ
と

　

サ
イ
エ
ン
ス
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医
の
扉

島
根
大
学
医
学
部
解
剖
体
慰
霊
碑

構
内
東
北
の
一
隅
約
六
〇
〇
㎡
の
聖

域
に
あ
る
。
匹
見
峡
よ
り
運
ば
れ
た

二
〇
ト
ン
の
花
崗
岩
の
自
然
石
を
使

い
、
基
礎
部
分
は
大
理
石
で
か
た
め
た

収
納
庫
に
な
っ
て
お
り
、
献
体
者
の
芳

名
録
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

島
根
大
学
医
学
部
慰
霊
碑
・
記
念
碑

お知らせ

平成17年12月以降の予定
■主な行事予定
12月23日：… 冬季休業開始（１月9日まで）
１月21・22日：…大学入試センター試験
２月22日：… 春季休業開始（３月31日まで）
２月25・26日：…前期日程入学試験
３月12日：… 後期日程入学試験
３月23日：… 卒業式・修了式（出雲）
３月24日：… 卒業式・修了式（松江）

投
稿
の
お
願
い

「
広
報
し
ま
だ
い
」
は
、
島
根
大
学
と
地
域

の
方
々
と
の
相
互
理
解
を
大
き
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
学
内
か
ら
地
域
に
情
報

を
発
信
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
地
域
の
方
々

か
ら
の
島
根
大
学
に
関
す
る
話
題
、
島
根

大
学
に
対
す
る
要
望
、
そ
の
他
ご
意
見
、

ご
質
問
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
先　

〒
６
９
０—

８
５
０
４

松
江
市
西
川
津
町
１
０
６
０

島
根
大
学
広
報
・
情
報
課
あ
て

Fax:0���-��-�0�4
E-m
ail:jsy-bunsyo@

jn.shim
ane-u.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
.shim

ane-u.ac.jp

編　

集　

後　

記

「
学
習
」
と
聞
く
と
、
小
学
校
か
ら
始

ま
り
大
学
ま
で
の
、
学
校
教
育
の
み
思
う

人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
し

か
に
、学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、勉
強
（
学
習
）

が
終
わ
っ
た
と
思
う
人
は
多
い
。

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、「
学
習
と
は
、
学

び
習
う
こ
と
、
過
去
の
経
験
の
上
に
立
っ

て
、
新
し
い
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
。
広
義
に
は
、
精
神
・
身
体
の
後
天
的

発
達
を
い
う
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
仕
事
に
必
要
な
こ
と
（
手
順
、

技
能
、
会
話
な
ど
）
を
習
得
す
る
こ
と
も

学
習
で
す
。
ペ
ッ
ト
の
躾
も
、
ペ
ッ
ト
か
ら

見
れ
ば
学
習
で
す
。

最
近
、
平
均
寿
命
が
長
く
な
っ
た
結

果
、
働
き
終
え
た
後
の
余
暇
を
い
か
に
活

用
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
生
涯
学
習
な
る
事
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。
お
茶
、
お
花
、
謡
等
、
ま
た
写

真
、
音
楽
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
同
好
会
が
あ
り
、

多
く
の
人
々
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
は
人
間
だ
け
？

こ
れ
ら
の
会
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
的
な

話
等
を
希
望
さ
れ
、
ま
た
、
当
島
根
大
学

で
可
能
な
場
合
に
は
、
大
学
の
社
会
的
寄

与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
積
極
的
に

応
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、
外
か
ら
大
学
を
見
て
い
る

方
々
に
、
も
っ
と
大
学
を
知
っ
て
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
大
学
施
設
や
研
究
内
容

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
紙
、Fax

や
メ
ー
ル
で
大
学
へ
ご
相
談
下
さ
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。�

（
上
原　

徹
）

医
の
炎

附
属
病
院
前
の
小
庭
園
内
の
記
念
碑

初
代
深
瀬
学
長
が
「
地
域
の
人
々
の

一
灯
一
灯
が
大
き
な
炎
と
な
っ
て
、
本

学
が
こ
の
地
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
」
と
「
本
学
が
燃
え
る
一
大
炎
と

な
っ
て
、
世
界
に
誇
り
う
る
大
学
と
な

り
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
う
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
念
じ
て
」
と
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。

広
報

島
根
大
学
広
報
誌

2
0
0
5
年
1
2
月
発
行
　
編
集
・
発
行
　
島
根
大
学
広
報
・
広
聴
委
員
会

〒
690-8504　

松
江
市
西
川
津
町
1060　

TEL/（0852）32-6032　
FA
X
/（0852）32-6034　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://www.shimane-u.ac.jp

学 内 散 歩
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